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③安全で快適な生活環境づくり

⑥災害時の応援を約束
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⑩TownNewsまちの話題

⑱どんな仕事ですか？－建設課土木係
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応
援
し
ま
す
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“この地域でこの家で暮ら

したいけど、－人で家事を全

部するのは負担が大きいわ
･ ｡”そんなお年寄りのみなさん

を応援するのが、ホームヘルパー

です。 7月に新たに2人増えて、

今、 6人のホームヘルパーが活動

中です。 6人は、各家庭に伺って

部屋の掃除や食事作り、入浴の介

助、洗濯のお手伝いなどをします。

この車を使って、買い物もしてき

ますよ。
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さわやかな笑顔と
熱心な活動

’
萩市高校生会

『村真紀さん（下手綱）

一計戸

長
今
云

「小・中学生といっしょに

テントを張ったり食事の用意

をしたりするのは、楽しいで

すよ。特に夏の行事は、待ち

どおしいくらいです」 と、口

をそろえる会員のみなさん。

16人の会員は、高萩国際交

流の集いに始まり、サマージ

ャンボリーや花員川の源流探

検、新庄市の訪問など、年間

10を超える行事に参加して活

動しています。また、 月の第

2士曜日は福祉ボランティア

活動日。熱心に各施設を訪問

するみなさんのさわやかな笑

顔とその熱意は、周囲に明る

さと活気を届けてくれます。

私
た
ち
６
人
が
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
で
す
。

／
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日常生活をしていくなかで、無、
理なときやちょっと手伝いが欲し I
いときは、福祉事務

熱夢
ください。訪問日な

ホームヘルパーがお

ホームヘルパーは

｜
進めるサービスの一つで、市の進

めている地域ケアシステムのチー

ムメンバーです。
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*詳しくは、福祉事務所へ＊
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1， 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

1． きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

1 ．礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

1 ．元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

1 ．思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

『 誼 己 』 吾t 5＝4，遙弔滞骨普勤
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豊
か
さ
が
実
感
で
き
る

安
全
で
快

21世紀へつなぐ第三次基本計画

を産かした産業・
誕彩将来の都市像

織議
重点目標ゼ職騨蕊鎌

2"りり年

寒鍼
認
急○だれもが生きがいをもって、

安心して暮らせるまちづくり

○生活の豊かさと自然の豊かさが

共生する地域づくり

○県北臨海都市圏の北部拠点都市

○首都圏のリゾート都市

鍵
8つの重要な計画

(平成8年）

●
己

7ダ”

昂

第二次

、 墓本計画

１
１

ー

『ダダ‘
●

〃クワo

第一次■高萩・北茨城新都市開発整備事業の推進

■十批反画整理事業の推進

■海岸の保全・活用の促進

■地域の特性を生かしたまちづくりの推進

■中山間地域の振興

■保健・福祉・医療の連携と充実

■牛涯学習の推進

■防災体制の充実

職

計画

。 ／
'ダ35年１

、
、 (昭和61年）
、

乳
再鴛

識
す
る
地
域
づ
く
り
」

鰊
こ
れ
は
、
第
二
次
基
本
計
画
の
重

高
萩
市
は
、
今
年
度
か
ら
西
暦
一

年
ま
で
の
第
三
次
基
本
計
画
に
お

次
基
本
計
画
に
お

ち
づ
く
り
の
重
点
目
標
に
次
の
二
つ

ま
し
た
。

『
だ
れ
も
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
、

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

基
本
計
画
は
ま
ち
づ
く
り
の

高
萩
市
は
、
昭
和
六
一
年
に
西
暦
二
○
○

○
年
ま
で
を
目
標
と
し
て
、
将
来
像
を
「
海

と
緑
を
生
か
し
た
産
業
・
文
化
都
市
』
と
定

め
た
高
萩
市
新
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

こ
れ
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
に
包
ま
れ
た
な
か

で
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
輝
き
、
豊
か
さ
と

活
力
が
満
た
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

で
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て

本
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
重
点
目
標
の
達
成
の

た
め
に
、
特
に
八
つ
の
観
点
か
ら
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
四
、

五
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
提
言
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

で
あ
る

『
生
活
の
豊
か
さ
と
自
然
の
豊
か
さ
が
共
生

道
し
る
べ
で
す

『
県
北
臨
海
都
市
圏
の
北
部
拠
点
都

い
て
、

ー

点
目
標

安
心
し

○
○
○

て
、
ま

を
加
え

こ
れ
ま
で
の
一
○
年
間
で
は
、
ま
ち
の
大

事
な
骨
組
み
づ
く
り
と
広
域
行
政
へ
の
積
極

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
締
め

く
く
り
の
五
年
間
を
迎
え
た
第
三
次
基
本
計

画
で
は
、
住
む
み
な
さ
ん
の
視
点
を
基
本
に

し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
や
す
ら
ぎ
や
安
全
・
快
適
性
な
ど

が
感
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
福
祉
や
医
療
、
防
災
、

教
育
面
で
も
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
、
将

来
像
で
あ
る
『
海
と
緑
を
生
か
し
た
産
業
。

五
年
ご
と
の
基
本
計
画
を
つ
く
り
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
一
歩
一
歩
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

文
化
都
市
」
に
近
づ
く
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
第
二
次
基
本
計
画
で
掲
げ
た
北
部

拠
点
都
市
や
首
都
圏
の
リ
ゾ
ー
ト
都
市
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
の
保
護
や
周
辺

と
の
調
整
も
あ
り
、
時
間
の
か
か
る
も
の
で

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
つ
も
引
き
続
き
重
点

目
標
に
掲
げ
て
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
三
次
基
本
計
凹
の
作
成
に
は
、
総
合
振

興
審
議
会
委
員
と
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
一

五
人
が
携
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
、

一
般
の
み
な
さ
ん
と
中
学
生
を
対
象
に
し
て

行
っ
た
意
識
調
査
を
生
か
し
な
が
ら
、
今
後

の
進
む
べ
き
目
標
を
立
て
て
第
三
次
基
本
計

画
が
出
来
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
視
点
が
基
本
で
す

り
一一一～、

/担当Iま、
企画開発課
盆23-2111
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